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論文内容の要旨
向車L誘発の脳神経機序については今日まで種々論議されて来たにも拘らずその詳細はなお十分
わかっていない。
本研究は家兎について電気刺激により歯車Lを誘発させうる脳部位を探索すると共に，乙れら構
造が前車L誘発に如何に関係するかを分析したものである。研究の結果の要旨は次の如くである。
麻酔家兎について 60 cjsec 以上の高頻度刺激により Area insuralis の吻側で Area postｭ
centralis の外側部に当る大脳皮質領域に歯の磨擦音を伴った典型的歯車L運動を誘発さす点が限
局して分布した。麻酔が浅い状態では，乙の歯車L誘発点、の皮質分布はやや後方lこまで広がり Area
insuralis 中まで及んだ。乙れら領域より誘発される歯車L運動はリズム 3-4 cjsec で，刺激と反
対側へ優位の下顎の側方運動よりなっている。但し， 60 cjsec 以下の刺激では歯車しは誘発されず
阻時様運動のみが誘発された。
また，乙の皮質領野表面に0.5%ストリヒニンに浸した 3mm 直径の輪状炉紙片を貼付し炉紙片
中央に開けた孔を介して刺激した場合 60 cjsec 以下の低頻度刺激によっても歯車しが誘発された。
この皮質歯車L誘発部位に刺激電極を植込んだ慢性動物についての実験では急性実験に比べて，
はるかに低頻度の刺激で歯車しが誘発された。
刺激により歯車しを誘発させえた皮質下の点ば内包，視床腹部，属桃核などに存在した。中脳網
様体，三文神経運動核刺激では刺激サイクノレに応じた下顎の対単運動のみが誘発された。
内包における歯車L誘発点の分布は前交連の尾側端のレベルから吻側の視東交叉の中央のレベル
にまで広がって存在した。内包性歯車L時の下顎運動は運動パターン及びリズム共に皮質性歯車L と
極めてよく類似していた。
また，大脳脚と視床腹部の中央部との聞にはさまれる視床腹部に歯乳誘発点が分布した。視床
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腹部性歯札運動も皮質性歯車しと類似していた。
更に，屑桃核外側核を中心として歯車L誘発点が分布した。扇桃核性歯車L時の下顎運動のリズム
は皮質性歯車L運動の場合に比べやや早く，また刺激側への下顎の側方運動が比較的著明なものと
刺激と反対側へ下顎が優位に動くものがあった。皮質を切除しても扇桃核，内包，視床腹部より
歯車しを誘発出来た。扇桃核を破壊しても皮質性歯車Lは何ら影響を受けなかった。視床腹部を破壊
すると皮質，内包性歯車しは誘発出来なくなった。
以上の本実験結果は家兎について歯車L運動に関与する脳構造のうち一つは大脳皮質顎運動領野
と扇桃械が特に重要であって，これら部位の興奮性が歯車L誘発に重要な病態生理学的条件である
ことが明らかになった。
内包，視床腹部の歯車L運動のパターンが皮質のそれと類似していること，及び視床腹部破壊に
より皮質性歯車しの消失することなどより皮質性歯車しのインパルスは内包を介して視床腹部に投射
されるものと推察される。扇桃核性歯車しの運動パターンが皮質のそれと異なること，また皮質切
除，扇桃核破壊実験から考えて肩桃核は皮質歯車し領野とは別に独立して歯車しを誘発するものと考
えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は中枢電気刺激により実験的に動物に歯車しを誘発さすことに成功し，誘発脳部位，並び
に誘発された歯車L運動を詳細分析したものである。従来，不明の点が多かった歯車しの脳神経機序
につき重要な知見を得たものである。価値ある業績であると認める。よって，本研究者は歯学博
士の学位を得る資格があると認める。
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